
目立研究所創業30周年のお祝に寄せて

星 合 1一三 治

日研30周年おト‾川1とう′′〆じます｡

後進中研ほ,2年前に20周年を迎えまLたが,目研

はその前にしっかりLた土台の出来ていた上での 30嘲

年であり,中名刑ま ここ10年来,ようやく近代研究所の体

をととのえた20周年でありまLた､プ亡進R研が確かな

妃収りで研究を推進され,数々の憤jtた成果を挙げつつ､

ここに創業30閏年の記念の日な迎えらかたことに対し

て,謹んで心からなる祝意と敬意を去する次第でありま

す′｢そのと,本年ほ 人整における新本館建設の笑も第

一一期を完成,所員諸君が新たな気分で什先業務にのぞま

れることとなったので,今後の発8引ょさらに期Lて供つ

べし1

よる昭和35年,われわれのH立導引乍所ほ別業50桐年

のお伽を息拉深く催しまLた.1当時の倉別祉良から,l-1

i一たほ今日,第二の創業に蹄出すの時でか),今後ほ世界

の日‾1上を上‾]標として進みたいとのブ+償い訓示がありま

した.｢

第二の創業とは何か.1世界の日立とは如†･1Jなる意味と

巧▲えて然る可きか.

雑誌FORTUNEは ここ一山年,アメリカを除いた

売_卜rankingで,目立ほ15～16位と服ドています｡ア

メリカを入れても,日立は100人会托の仲間に入り,`右

気【渕係だけでほ10指の内に数えられる.｡われわ九ほ単

にこの数字を一一層縮小すると云うことだ･いトに 狙をつけ

て進削ぎそれでよいのでしょうか｡

電気関係だけを数えるとしても,世界 一流とrtさかる

ものに GEあり,WESTINGHOUSEあり,SIEMENS

あり,BBCあり,PHILIPSあF),BEIJLあり,RCA

あり,等々 鍔ト=そうそう)たるものが並んでいます｡ノ亡

上rankingの上で,わが日立は必ずLも,これ等と大地

格段の相違がある訳でほありません､､寧/)そのある老に

対しては,当方が既に上位にさえあり■ます)然るに,J_)

かわかt'1身,これ等に対して 何と言うことなしに.

‖揮いている感がある｡それは,単に一種の九人観念と

計り1了い切れない｡,わたくしはその限/亡を技術水準ノ)

羞一当方の技術に対する自信不足にあると.テi-いたい

のであります｡

近年,日立は上言上の海外講会社から ある阻止 技術

を導入し,また,自らも卜夫する処あって､jっれj)Jしノ)

技術水準は確かに向上して来ました1ただ 残念なこと

は,今日現在の時間断面において,彼我の技術を冷静に

比較して丸ますと,11一ろ未だ,彼より教えられるものが

我より提供し得るものに比べて,貿Lく多いことを.こだめ

ぎるを得ません｡

戦後海外との向接の接触が許さカーしるや,､即古け)言′渋

で技術提携が我勝ちにと開始されまLた｡槻在でほ そ

れが技術導入と云う寧ろ穏かな言真に変わ/-Jて来まLた

が,それにしても召ユ在これが為に海外に流=する対価ほ

莫大な懸けこ上っているのであります｡

一刀向的技術導入に依る商売を
端的に例えるな仁+は､

tてからとの彼の所産に対Lて,占`から‾F▲の我わjL.の汁と

眼とを交換する様なもの｡かかる状態を以ってして,汁江

等と対等,1対1の競付ほ出来るものでない｡光〟のエ脈

脳的所産に対し,当方また頗けF萌所産を以って仰対して,

始めて､常々 それが‾吋能であるし.前言J海外･流の.摂社

相克にほ,事実そうした連繋の下に_寸1二業が遂行さ才一て

いる､､そうした状態でなけjいま,1対1の什付いとほ小

せないのであります｡

昭和39年8H19日の日刊1∵某紙卜に､人k与故代ほ次

のように喝破さかています; 二jtからの時代に･i‾1二業J)
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提携と三三うことはあっても 技術の提携と云うことはあ

f)得ない｡..技術はあくまでも交換と云う姿で育ててゆく

べきだ と上ミうことを,これからの技術部ま肝に銘じて

もらいたいものだ｡

そうです(､それでなけjlばなりません｡

現在わjlわれほ海外技術を導入する為に,敢て不当

とは申しませんが,随分不釣合な条件で先力と契約し

ています､今,朽ちにこれを改めることは刀く可能であり

ましょう｡今後と軌 容易なことでほありますまい｡幕

末に海外と紙んだ修交条約を対等の条件のものに改める

のに,明治になってからでも30年かかF)ましたり 口括

戦役,そのほか,随分深刻な試練を経た+二でのことて

ありまLた｡､.われわれの技術契約を この修交条約と比

べるのほ,如Hかとも思いますが,我において方沌!確固

たる技術な子f域し,独日の技術を確二､-/二した卜でなけjtば.

実現は閃難てありまLよう｡

50余年前,小平翁ほ 日本人を深く愛L,日本人のノ〕

量を高く評価し,日本人の技術によって,口_､上川業のこ

とに第一歩を踏み出された｡われわれの目立が虻界の日

二i■くとなる為にほ,この50余年前,小平翁を中心とした先

郡の方々の,その精神その心構えをここに新にして,

第2の50年を迎えんとする,それが倉阿社長の言わゆ

る寄ぎ_二の創業であり,世界の日二､二(への途であると打じま

-t_
弓亡

そこで これを実現するため,基幹となる斬新秀逸な

技術を′‾卜み出す力策はと云うと,日研,[卜研が頑張るほ

かありません｡日桝･い桝における工人研究の成果が

+二場において具体化され製l兄1化され,営業がこれに依っ

て新たなマーケットを開拓Lて行く,それが止道であ〔)

ます･.130周年を迎えた口研,20周i‾巨を送った中研が 協

調協力して,この道を前実なj亡どりで競歩∬強歩する

外はない｡

日桝30h耶卜のお睨の文をて･二Lつつ,中研の立場と合

わせて,お互にiテリさせられた占任の丑大さを,今更ながら

に痛さ威した次第であります｡
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(39.9.22記)

(口立製作所･卜火研｢先所長)




